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【短報】屋久島におけるオキナワマダラホソカタム
シの記録

オキナワマダラホソカタムシ Trachypholis okinawensis 
Nakane，1991 は，沖縄県の名護岳で採集された個
体に基づき記載された種である （中根，1991）．本
種はトカラ列島・奄美大島・沖縄島・久米島・石
垣島・与那国島など南の島々に分布するが，これ
までに屋久島からの記録はないようである （久保田，
2012；青木，2017）．筆者は屋久島において本種を
採集しているため，以下に報告する．  

1 ♂ （図 1），鹿児島県熊毛郡 （屋久島）屋久島町 
小瀬田林道，21. IX. 2018，筆者採集・保管．

筆者は夜間，腕ほどの太さの広葉樹枯死木のビー
ティングにより本種を採集した．採集時には屋久

島にも分布するマダラホソカタムシ T. variegata 
（Sharp, 1885）が採れたと思っていたが，帰宅後
に実体顕微鏡下で確認したところ，オキナワマダ
ラホソカタムシであった．本種は前胸背に凹凸が
なくなだらかで，上翅の黒毛塊は基部に近い一対
のみであることなどからマダラホソカタムシと区
別できる （中根，1991；青木，2013）．♂交尾器は
側片が先端に向かって単純にすぼまり，内側に湾
曲しない．中央片は太く，その先端は側片の先端
近くにまで達する （図 2）．マダラホソカタムシと
オキナワマダラホソカタムシの分布の境界線は屋
久島とトカラ列島の間に位置していたが，今回の
記録により屋久島において両種の分布が重なるこ
とが判明した．両種は大変よく似た種であるので，
同島において従来マダラホソカタムシとして同定さ
れてきたものの中に，オキナワマダラホソカタムシ
が含まれている可能性も少なくないと思われる．

本種は沖縄本島において行われた調査により，
成虫の発生時期が秋から春であることが判明して
いる （槇原ら，2009）．屋久島の平均気温は沖縄島
よりもやや低いが，屋久島においてもおよそ秋頃
に新成虫が出て，暖かくなる春季には採集される
個体数が増すかもしれない．  
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図 1．オキナワマダラホソカタムシ．
図 2．オキナワマダラホソカタムシの♂交尾器 （背面）．


